
事 ' 項｜ わい化栽培における高品質な葉とらず「ふじ」生産のための光条件と樹勢

高品質なわい化葉とらず「ふじ」（赤色度80以上、糖度14.5以上）を生産するための適正

ね ら し＼ Iな樹の光条件及び樹勢が明らかになったので参考に供する。

指

導

参

考

内

容

相対日射量30%以上で、樹勢3.5以下が適している（下の写真参照）。

高品質果（赤色度83.5、糖度15.1) 

1 相対日射量

遮る物がない状態の日射量を100とした

場合の比数

2 樹勢3.5 

側枝先端の新しょう長が約30cmの状態

品質不良果（赤色度18.2、糖度12.8) 

期待される効果｜ 高品質なわい化葉とらず「ふじ」の栽培が可能となる。

1 糖度は反射型光センサーによる計測のため、屈折糖度計（Brix見）より 1%程度高めとな

利用上の注意事項｜ る。

2 樹齢17年生以上で栽植距離4×2 mでは、高品質が望めない場合がある。
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【根拠となった主要な試験結果】
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図1 相対日射量と赤色度 （%） 図2 相相対対日日射射量量と糖度 （%） 

（平成16年 青森農林総研りんご試） （平成16年 青森農林総研りんご試）
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図3 樹勢と樹赤勢色度

樹勢

図4 樹勢と糖度

（平成16年 青森農林総研りんご試） （平成16年 青森農林総研りんご試）
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（注） 1相対日射量：全天の日射量を100とした場合の比

数

2 試験条件：供試樹 9年生のM.9台「ふじ」 20樹、

栽植距離6×4m

17年生のM.26台「ふじ」 10樹、栽

植距離4×2m、4×4m

3 樹勢の指標：達観により非常に弱樹勢の樹を

1、非常に強樹勢の樹を 5とし

た5段階評価

4 受光量測定：オプトリーフ［大成化工社製 R 

-2D］使用

5 収穫果品質測定：赤色度、糖度の測定は

「三井金属社製反射型光

センサー選果機J使用
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（平成16年青森農林総研りんご試）

。。
可

t


